大　会　要　項
1. 目的
町民の健康増進と体力の向上を図り、あわせて町民相互の親睦と、ス
ポーツ精神を高揚することにより、町民総スポーツ運動を一層推進させることを目的とする。

2. 主催
江府町体育協会・江府町教育委員会
3. 主　　管
江府町体育協会バトミントン部
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期日
令和元年12月8日（日）　午前9時　開会式
5. 場所
江府町運動公園総合体育館
6. 種目
個人戦
(A) 小学生ダブルス（男女混合）
(B) 一般男子ダブルス
(C) 一般女子ダブルス
(D) 一般混成ダブルス
7. 参加資格
江府町内在住者および在職者

8. 試合方法
(A) 21点3セットでラリーポイント制を採用する。
（小学生は21点先取とし、デュースはなしとする）
(B) 試合は全種目リーグ戦方式とするが、参加者数によってはトーナメントに変更します。

(C) 審判は、相互審判とする。（小学生は線審のみとする）
(D) ㈶日本バドミントン協会競技規則に準じて大会を行うこととするが、一部大会規定を用いる。
競技ルールについて（ラリーポイント制）

1. 試合方法

(1) 1試合は21点3ゲームで、2ゲーム先取により勝敗。

(2) ラリーポイントにより得点する。

(3) 20点オールの場合は2点連続得点したサイドが勝者となる。

（但し、29点オールとなった場合は30点目を得点したサイドが勝者）

(4) ゲーム勝者が次のゲームで最初にサーブをする。

(5) 3ゲーム目では、どちらかのサイドが11点を得点したときにエンド交代する。（コートを替わる）

2. サービスとサービングサイド

(1) サービス権は各サイドで1人ずつとする。（旧ルールでは2人）

(2) サービングサイドのスコアが、0または偶数のとき、右サービスコートからサーブする。（サーブするプレーヤーは順番）

(3) サービングサイドのスコアが、奇数のとき、左サービスコートからサーブする。

(4) サービングサイドが得点した場合は、サービングサイドだけ左右のサービスコートを変更して同一プレーヤーが連続してサーブする。

(5) サービスオーバーでサービス権が移る場合、新しくレシービングサイドになるプレーヤーは、直前にサービスをした同じサービスコートに留まる。レシーバーのパートナーには、その逆の形式を適用する。（つまり、最後の位置から動かない）
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